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尾
崎
翠
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
試
論

―
「
図
書
館
」「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を
め
ぐ
っ
て

―山

根

直

子

は
じ
め
に

尾
崎
翠
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
、
一
九
三
二
年
七
月
号
『
火
の
鳥
』
に
発

表
さ
れ
た
。
登
場
人
物
の
重
複
が
み
ら
れ
る
「
第
七
官
界
彷
徨
」
（
『
文
学

党
員
』
一
九
三
一
年
二
月
・
三
月
号
、
『
新
興
芸
術
研
究
』
一
九
三
一
年

六
月
）
、
「
歩
行
」（
『
家
庭
』
一
九
三
一
年
九
月
号
）
、
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン

の
一
夜
」
（
『
新
科
学
的
文
芸
』
一
九
三
二
年
八
月
号
）
と
は
連
作
と
見
な

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
は
、
語
り
手
「
私
た
ち
」
が
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と
呼

ば
れ
る
女
詩
人
の
図
書
館
通
い
に
つ
い
て
語
る
作
品
で
あ
る
。
主
な
舞
台

は
図
書
館
で
あ
り
、
こ
れ
に
注
目
し
た
先
行
研
究
で
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が

求
め
る
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
点
に
着
目
し
、
当
時
の
主
要
な
東
京
の

図
書
館
が
利
用
料
を
要
し
た
こ
と
、
国
家
に
よ
る
蔵
書
の
検
閲
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
女
性
が
学
問
的
知
識
を
享
受
す
る
困
難
性
を
表
す

と
す
る
解
釈
が
多
い

（
一
）

。
本
稿
は
そ
う
し
た
解
釈
に
異
を
唱
え
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
作
中
に
は
図
書
館
の
外
観
や
構
造
に
関
す
る
具
体

的
な
描
写
が
あ
り
、
明
確
な
モ
デ
ル
館
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
の
図
書
館
利
用
を
実
際
の
図
書
館
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
先
行
研
究
に
欠
け
て
い
る
モ
デ
ル
館
の
特
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
モ
デ
ル
館
の
特
定
を
試
み
る
。
「
阿
母

は
田
舎
に
住
ん
で
ゐ
ま
す
」
と
い
う
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
言
葉
か
ら
、
都
会
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
作
中
に
舞
台
を
東
京
と
す
る
明
確
な
記
述
は

な
い
。
翠
は
一
九
一
七
年
に
上
京
し
た
後
も
故
郷
で
あ
る
鳥
取
と
東
京
の

往
復
を
繰
り
返
し
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
先
行
す
る
「
歩
行
」
（
前
掲
）
で

は
、
東
京
と
鳥
取
が
入
り
混
じ
っ
た
よ
う
な
世
界
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る

（
二
）

。
し
た
が
っ
て
、
作
中
の
図
書
館
は
鳥
取
県
の
図
書
館
が
モ
デ
ル
で

あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
作
品
の
現
在
時
を
一
九
二
〇
年
代
半
ば

か
ら
一
九
三
二
年
と
し
た

（
三
）

上
で
、
当
時
翠
が
暮
ら
し
て
い
た
東
京
及

び
鳥
取
の
図
書
館
か
ら
作
中
の
描
写
と
符
合
す
る
図
書
館
を
調
査
し
、
モ

デ
ル
館
の
特
定
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
館
の
利
用
実
態
と
「
こ
ほ

ろ
ぎ
嬢
」
に
お
け
る
図
書
館
利
用
の
在
り
方
を
比
較
し
、
本
作
の
特
徴
を

探
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
モ
デ
ル
館
は
ど
こ
か

一
―
一
、
作
中
の
図
書
館
の
描
写
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作
中
の
図
書
館
に
関
連
す
る
描
写
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

図
書
館
は
、普
通
街
路
か
ら
い
く
ら
か
大
空
に
近
い
山
の
上
に
あ
る
。

全
身
灰
色
を
帯
び
て
ゐ
た
。
こ
の
建
物
の
風
丰
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に

と
つ
て
気
ま
ぐ
れ
な
七
面
鳥
で
あ
つ
た
。
陽
が
照
る
と
取
り
澄
ま
し

た
明
色
の
象
牙
の
塔
と
な
り
、
雨
が
降
る
と
親
し
み
深
い
暗
色
に
変

つ
た
。

嬢
は
蹌
踉
と
閲
覧
室
を
出
て
、
地
下
室
の
薄
暗
い
空
気
の
中
へ
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

踏
幅
の
狭
い
石
段
を
下
り
る
と
右
の
廊
下
に
出
る
。
右
は
売
店
二
三

の
地
下
室
内
の
街
。
左
に
進
む
と
、
か
ら
だ
は
自
然
と
婦
人
食
堂
に

は
い
る
。
此
処
は
、
食
事
時
の
ほ
か
は
い
つ
も
ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
て
、

薄
暗
い
空
気
が
動
か
ず
に
ゐ
た
。
そ
し
て
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
た
め
に
は

粉
薬
用
の
白
湯
も
備
へ
て
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

地
下
室
の
庭
に
は
、窓
硝
子
の
向
ふ
に
五
月
の
糠
雨
が
降
つ
て
ゐ
る
。

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
食
堂
を
出
て
パ
ン
屋
に
行
つ
た
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
作
中
の
図
書
館
は
山
の
上
に
あ
り
、
独
立
し

た
建
物
の
よ
う
で
あ
る
。
外
壁
は
灰
色
、
地
上
に
閲
覧
室
、
地
下
に
婦
人

食
堂
が
あ
る
。
地
下
へ
の
階
段
は
狭
い
石
段
で
、
階
段
を
下
り
た
右
に
売

店
（
パ
ン
屋
）
、
左
に
白
湯
が
備
え
ら
れ
た
婦
人
食
堂
。
地
下
室
の
窓
か

ら
庭
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
よ
う
な
学
生
で
は
な
い
女
性

も
使
用
で
き
る
こ
と
、
彼
女
が
作
中
で
英
文
学
史
の
本
を
探
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
術
書
の
蔵
書
が
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
描
写
と
符

合
す
る
図
書
館
を
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
三
二
年
の
鳥
取
及
び

東
京
か
ら
探
し
出
そ
う
。

一
―
二
、
鳥
取
の
図
書
館

文
部
省
社
会
教
育
局
『
昭
和
六
年
四
月
現
在

全
国
図
書
館
ニ
関
ス
ル

調
査
』
（
文
部
省
社
会
教
育
局
、
一
九
三
一
年
）
に
拠
れ
ば
、
一
九
三
一

年
四
月
現
在
で
鳥
取
県
に
存
在
し
た
図
書
館
は
九
館
あ
る
。
そ
の
内
訳
は

公
立
三
館
、
市
立
六
館
。
う
ち
、
作
中
に
明
示
さ
れ
た
よ
う
な
独
立
館
は
、

県
立
一
館
、
町
村
立
一
館
で
あ
る
。
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
編
『
町
村
図

書
館
施
設
経
営
の
手
引
』
（
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
、
一
九
三
六
年
十
一

月
）
に
拠
れ
ば
「
町
村
図
書
館
は
主
と
し
て
通
俗
図
書
を
収
集
」
と
あ
る

た
め
、
学
術
書
の
蔵
書
が
期
待
で
き
な
い
町
村
立
は
モ
デ
ル
館
か
ら
除
外

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鳥
取
県
で
は
県
立
図
書
館
の
み
が

候
補
に
な
る
。
『
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
一
覧

昭
和
六
年
度
』
（
鳥
取
県

立
鳥
取
図
書
館
、
一
九
三
一
年
七
月
）
に
拠
れ
ば
、
同
図
書
館
は
一
九
二

九
年
八
月
に
設
立
認
可
、
一
九
三
一
年
七
月
開
館
。
地
下
室
は
存
在
す
る

が
五
坪
と
非
常
に
小
さ
い
。
食
堂
は
一
階
で
男
女
別
で
は
な
い
。
場
所
は

「
市
の
要
衝
た
る
智
頭
街
道
の
一
角
に
位
す
る
」
と
あ
る
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
」
で
描
写
さ
れ
る
「
普
通
街
路
」
か
ら
離
れ
た
「
山
の
上
」
に
な
い
こ

と
か
ら
モ
デ
ル
館
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
―
三
、
東
京
の
図
書
館
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次
に
、
東
京
の
図
書
館
を
見
て
い
く
。
文
部
省
社
会
教
育
局
『
図
書
館

一
覧

昭
和
七
年
四
月
一
日
現
在
』（
文
部
省
社
会
教
育
局
、
一
九
三
三
年
）

を
参
考
に
、
独
立
館
で
あ
る
こ
と
、
一
般
女
性
も
利
用
で
き
る
こ
と
、
英

文
学
史
の
蔵
書
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
独
立
館
で
は
な
い
市
立

簡
易
図
書
館
十
七
館
、
渋
谷
町
公
会
堂
附
属
図
書
館
、
東
京
移
動
図
書
館
、

大
井
隣
保
館
附
属
図
書
館
、
利
用
者
制
限
の
あ
る
各
大
学
付
属
図
書
館
、

南
葵
文
庫
、
専
門
分
野
が
異
な
る
藤
山
工
業
図
書
館
、
東
洋
文
庫
、
日
勝

文
庫
を
除
外
し
た
結
果
、
市
立
の
日
比
谷
図
書
館
、
深
川
図
書
館
、
一
橋

（
後
の
駿
河
台
）
図
書
館
、
京
橋
図
書
館
、
私
立
の
大
橋
図
書
館
、
品
川

図
書
館
、
官
立
の
帝
国
図
書
館
の
七
館
が
候
補
と
な
っ
た
。
な
お
、
深
川

図
書
館
、
京
橋
図
書
館
、
大
橋
図
書
館
は
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九

月
）
で
消
失
し
、
再
建
さ
れ
て
い
る
。

七
館
の
う
ち
、
地
下
室
と
食
堂
の
双
方
を
有
し
て
い
た
の
は
、
駿
河
台

図
書
館
、
京
橋
図
書
館
（
再
建
後
）
、
大
橋
図
書
館
（
再
建
後
）
、
帝
国
図

書
館
の
四
館
で
あ
る
。
駿
河
台
図
書
館
は
三
階
、
大
橋
図
書
館
（
再
建
後
）

は
屋
上
に
食
堂
が
位
置
し
て
い
る
。
地
下
室
に
食
堂
が
存
在
し
た
の
は
京

橋
図
書
館
（
再
建
後
）
と
帝
国
図
書
館
の
二
館
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

京
橋
図
書
館
は
、
再
建
さ
れ
た
際
に
区
役
所
と
の
合
築
と
な
り
、
独
立
館

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
再
建
後
は
実
業
図
書
館
と
し
て
機
能

し
た
た
め
、
本
作
中
の
モ
デ
ル
館
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
作
の
描
写
と
符
合
す
る
可
能
性
の
あ
る
図
書
館
は
帝
国
図
書
館
に

限
ら
れ
る

（
四
）

。
そ
こ
で
、
帝
国
図
書
館
と
本
作
の
図
書
館
の
描
写
を
詳

し
く
比
較
し
て
い
き
た
い
。

帝
国
図
書
館

国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館
編
『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』

（
上
野
図
書
館
、
一
九
五
三
年
三
月
）
に
拠
れ
ば
、
帝
国
図
書
館
は
一
九

〇
六
年
三
月
上
野
公
園
に
建
設
。
上
野
公
園
は
武
蔵
野
台
地
の
東
南
端
に

位
置
す
る
公
園
で
あ
り

（
五
）

、
上
野
の
山
と
不
忍
池
の
低
地
に
ま
た
が
る
。

上
野
駅
の
標
高
が
五
．
一
メ
ー
ト
ル
、
不
忍
池
の
標
高
は
九
メ
ー
ト
ル
だ

が
、
帝
国
図
書
館
が
存
在
し
た
場
所
は
標
高
十
五
．
二
メ
ー
ト
ル

（
六
）

の

台
地
部
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
、
作
中
の
図
書
館
が
山
の
上
に
あ
る
点
と
一

致
し
て
い
る
。

ま
た
、
帝
国
図
書
館
の
外
壁
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
、
白
煉
瓦
で
あ
る

（
七
）

。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
石
の
部
位
は
白
か
ら
灰
色
で
あ
り
、
天
候
に
よ
っ
て
明

度
が
変
化
し
て
見
え
る
点
で
、
作
中
の
図
書
館
の
「
全
身
灰
色
」
で
「
陽

が
照
る
と
取
り
澄
ま
し
た
明
色
の
象
牙
の
塔
と
な
り
、
雨
が
降
る
と
親
し

み
深
い
暗
色
に
変
つ
た
」
と
い
う
描
写
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
「
地
下
室
に
下
る
階
段
は
花
崗
岩
で
作
つ
た
」
（
『
上
野
図
書

館
八
十
年
略
史
』
）
と
あ
る
の
は
、
作
中
で
地
下
へ
の
階
段
が
石
段
で
あ

る
こ
と
と
一
致
す
る
。
帝
国
図
書
館
は
、
「
二
階
の
特
別
閲
覧
室
は
、
五

六
坪
で
約
六
〇
名
収
容
し
、そ
の
一
隅
に
二
〇
坪
の
婦
人
閲
覧
室
を
設
け
、

そ
の
隣
に
三
一
坪
の
目
録
室
を
設
け
た
。
三
階
の
普
通
閲
覧
室
は
、
約
三

百
坪
の
大
広
間
で
、
約
二
五
〇
名
を
収
容
」
し
た
。
「
地
下
室
は
、
職
員

及
び
閲
覧
者
の
食
堂
を
二
室
、
便
所
・
洗
面
所
・
下
足
置
場
に
あ
て
、
煖

房
室
及
び
発
電
所
の
設
置
も
あ
つ
た
」
。
こ
れ
は
、
作
中
の
閲
覧
室
が
地

上
に
あ
り
、
食
堂
が
地
下
室
に
あ
る
点
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
「
婦
人

食
堂
」
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
管
見
で
は
、
帝
国
図
書
館
が
描

か
れ
た
同
時
代
小
説
に
お
い
て
も
「
食
堂
」
は
登
場
す
る
が
「
婦
人
食
堂
」

は
見
ら
れ
な
い

（
八
）

。
な
お
、
『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』
に
売
店
の
記

載
は
な
い
が
、
菊
池
寛
「
出
世
」
（
前
掲
注
八
）
に
「
図
書
館
の
中
の
売

店
の
六
銭
の
カ
ツ
レ
ツ
や
三
銭
の
さ
つ
ま
汁
」
と
あ
り
、
「
売
店
」
は
存



- 30 -

在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
帝
国
図
書
館
は
何
度
か
の
増
築
工
事
が
行
わ
れ
た

（
九
）

が
、

地
上
に
閲
覧
室
、
地
下
室
に
食
堂
と
い
う
形
に
変
化
は
な
い
。
『
国
立
国

会
図
書
館
三
十
年
史
』
（
国
立
国
会
図
書
館
、
一
九
七
九
年
三
月
～
一
九

八
〇
年
三
月
）
に
は
、
一
九
三
〇
年
の
増
築
後
の
平
面
図
が
存
在
す
る
が
、

や
は
り
「
婦
人
食
堂
」
の
記
載
は
な
い
。

『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』
は
一
九
〇
六
年
の
新
築
時
の
世
評
と
し

て
、
新
聞
「
日
本
」
一
九
〇
六
年
三
月
二
十
四
日
第
五
面
「
昨
日
の
図
書

館
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
正
午
い
く
つ
か
の
階
段
を
下
り
て
右
し
、
左

し
て
漸
く
食
堂
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
中
の
「
石
段
を
下
り
」
、「
右
の

廊
下
に
出
」
て
、
「
左
に
進
む
」
と
「
食
堂
」
が
あ
る
と
い
う
描
写
と
一

致
す
る
。
ま
た
、
同
記
事
に
は
、
「
素
湯
を
運
ぶ
館
丁
、
食
堂
だ
け
に
は

余
り
進
化
の
風
吹
か
ぬ
」
と
あ
り
、
作
中
の
「
白
湯
も
備
へ
て
あ
つ
た
」

と
の
記
述
と
一
致
す
る
。

『
帝
国
図
書
館
概
覧
』
（
帝
国
図
書
館
、
一
九
〇
六
年
）
の
創
立
時
の

平
面
図
に
拠
れ
ば
、地
下
室
の
食
堂
の
外
壁
側
に
窓
を
示
す
記
号
が
あ
り
、

作
中
の
地
下
室
の
「
食
堂
」
に
窓
が
あ
る
点
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
同
平

面
図
に
は
食
堂
の
窓
の
向
こ
う
に
空
堀
（
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
）
を
示
す
空
間

が
存
在
し
て
い
る
。
作
中
で
は
地
下
室
の
窓
か
ら
「
庭
」
が
見
え
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
、
鳥
取
及
び
東
京
の
図
書
館
と
作
中
の
図
書
館
の
描
写
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
帝
国
図
書
館
が
作
中
の
図
書
館
と
き
わ
め
て
高
い
類
似
性
を

持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
作
中
の
図
書
館
の
モ
デ
ル
館
は
帝
国
図
書
館

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
帝
国
図
書
館
の
女
性
に
よ
る
利
用
実
態

前
章
で
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
図
書
館
の
モ
デ
ル
が
帝
国
図
書
館
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
主
に
同
時
代
の
女
性
作

家
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
か
ら
女
性
に
よ
る
帝
国
図
書
館
の
利
用
実
態
を
確
認

し
、
本
作
の
描
写
と
比
較
し
た
い
。

ま
ず
、
宮
本
百
合
子
「
蠹
魚
」
（
『
現
代
仏
教
』
一
九
二
四
年
七
月
号
）

に
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
以
前
の
帝
国
図
書
館
に
関

す
る
言
及
が
あ
る
。

震
災
後
の
帝
国
図
書
館
は
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
前
で
も
、
上
野

の
図
書
館
は
決
し
て
愉
快
な
と
こ
ろ
で
も
な
け
れ
ば
、
図
書
館
と
し

て
充
分
利
用
出
来
る
便
利
な
処
で
も
な
か
つ
た
。

索
引
や
蔵
書
の
或
部
門
の
不
備
さ
等
は
云
は
な
い
で
も
、私
に
は
、

あ
の
雰
囲
気

―
役
所
く
さ
い
、
う
る
ほ
ひ
の
な
い
調
子
だ
け
で
親

し
み
難
か
つ
た
。

本
エ
ッ
セ
イ
に
は
「
婦
人
室
」
と
あ
る
が
、
図
書
館
用
語
辞
典
編
集
委

員
会
『
最
新

図
書
館
用
語
大
辞
典
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）

に
拠
れ
ば
、
当
時
、
帝
国
図
書
館
を
初
め
と
す
る
多
く
の
図
書
館
が
男
性

と
区
別
し
て
婦
人
閲
覧
室
を
設
け
て
い
た
。
作
中
で
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
利
用

し
て
い
る
部
屋
は
「
閲
覧
室
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
か
ら
み
て

婦
人
閲
覧
室
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

宮
本
は
「
蠹
魚
」
で
関
東
大
震
災
以
前
の
帝
国
図
書
館
を
否
定
的
に
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吉
屋
信
子
も
同
様
で
、
『
処
女
読
本
』
（
健
文
社
、

一
九
三
六
年
五
月
）
「
図
書
館
の
こ
と
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
あ
行
く
と
い
き
な
り
、
か
う
重
苦
し
い
地
下
室
み
た
い
な
出
入
り
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口
で
う
す
暗
く
つ
て
小
使
み
た
い
な
人
ま
で
官
僚
的
で
ゐ
ば
つ
て
ゐ

る
や
う
で
、
本
の
目
録
を
見
る
の
も
大
変
だ
し
本
を
受
け
と
る
と
こ

ろ
が
ま
る
で
裁
判
所
の
判
事
や
検
事
で
も
控
え
て
い
る
や
う
な
高
い

と
こ
ろ
で
こ
ち
ら
は
お
さ
ば
き
を
受
け
る
人
民
み
た
い
で
…
…
そ
れ

に
婦
人
室
は
古
く
て
が
た
が
た
し
て
居
て
、
が
ら
ん
と
だ
ゝ
広
く
て

落
付
き
が
な
く
、
卓
上
な
ん
か
お
化
屋
敷
か
ら
持
つ
て
来
た
や
う
な

も
の
で
…
…
何
だ
か
と
て
も
す
べ
て
の
感
触
が
ラ
フ
で
陰
惨
で
し

た
。
〈
中
略
〉
向
ふ
側
に
ゐ
る
年
齢
と
つ
た
女
の
ひ
と
が
、
ひ
ろ
げ

た
本
の
上
に
つ
ツ
伏
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
、
ぐ
う
ぐ
う
疲
れ
た
様

に
寝
て
ゐ
る
の
で
す
。
〈
中
略
〉
そ
の
人
が
ぴ
ち
や
ん
こ
に
顔
を
押

し
つ
け
て
眠
つ
て
ゐ
る
其
の
本
を
見
る
と
も
な
し
に
眼
を
や
る
と
、

何
か
お
産
婆
の
試
験
を
受
け
る
為
の
御
本
な
の
で
せ
う
か
、
赤
ち
や

ん
が
ね
ず
み
の
子
み
た
い
に
小
さ
く
丸
ま
つ
て
お
な
か
に
か
ぢ
か
ん

で
ゐ
る
絵
が
出
て
い
る
頁
が
開
い
て
あ
る
の
で
す
も
の

―
私
、
も

う
す
つ
か
り
我
が
世
が
寂
し
く
な
つ
て
…
…
し
よ
ん
ぼ
り
館
を
出
ま

し
た
。

『
吉
屋
信
子
全
集
』
第
十
二
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
一
月
）

に
拠
れ
ば
、
吉
屋
が
上
京
し
た
の
は
一
九
一
五
年
で
あ
り
、
彼
女
が
初
め

て
帝
国
図
書
館
を
訪
れ
た
の
は
そ
の
時
分
と
見
ら
れ
る
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は

「
婦
人
食
堂
」
の
「
先
客
」
を
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と
思
い
込
む
が
、

吉
屋
信
子
「
図
書
館
の
こ
と
」
に
も
、
帝
国
図
書
館
で
実
際
に
産
婆
学
の

試
験
勉
強
を
す
る
女
性
が
登
場
し
て
お
り
、こ
の
点
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

婦
人
閲
覧
室
を
宮
本
百
合
子
や
吉
屋
信
子
は
居
心
地
が
悪
い
と
し
て
い

た
が
、
一
九
三
〇
年
の
増
築
後
は
状
況
が
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
宮
本

百
合
子
「
三
つ
の
「
女
大
学
」
」
（
『
婦
人
公
論
』
一
九
四
〇
年
三
月
号
）

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

何
年
ぶ
り
か
で
珍
し
く
上
野
の
図
書
館
へ
行
つ
た
。
む
か
し
袴
を
は

い
て
通
つ
た
時
分
か
ら
み
る
と
婦
人
閲
覧
室
も
ず
つ
と
広
く
居
心
地

よ
い
と
こ
ろ
に
な
つ
た
し
、
い
ろ
い
ろ
変
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
本

を
借
り
出
す
と
こ
ろ
が
一
段
高
く
な
つ
て
そ
こ
に
係
の
人
が
ゐ
る
役

所
め
い
た
様
子
は
、
や
つ
ぱ
り
も
と
の
ま
ま
の
こ
つ
て
ゐ
る
。
〈
中

略
〉
若
い
婦
人
の
本
借
り
出
し
も
な
か
な
か
多
い
。

「
む
か
し
袴
を
は
い
て
通
つ
た
時
分
」
と
は
、
『
宮
本
百
合
子
全
集

別
冊
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
の
「
年
譜
」
か
ら
み

て
一
九
一
三
年
頃
で
あ
る

（
十
）

。
そ
の
頃
と
比
べ
、
増
築
さ
れ
た
一
九
三

〇
年
以
降
は
婦
人
閲
覧
室
の
居
心
地
が
良
く
な
り
、
活
発
に
利
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

最
も
詳
し
く
女
性
に
よ
る
帝
国
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
言
及
し
た
エ

ッ
セ
イ
は
、
同
じ
く
宮
本
百
合
子
「
図
書
館
」
（
『
文
芸
』
一
九
四
七
年
三

月
）
で
あ
ろ
う
。

婦
人
閲
覧
室
が
別
に
な
つ
て
ゐ
た
と
き
、
そ
の
室
に
は
女
ば
か
り
の

空
気
が
あ
つ
て
女
学
校
の
寄
宿
舎
の
勉
強
室
の
や
う
で
あ
つ
た
。
同

時
に
、
友
達
同
士
で
来
て
ゐ
る
人
た
ち
の
私
語
が
か
な
り
や
か
ま
し

い
や
う
な
と
き
も
あ
つ
た
。〈
中
略
〉
度
々
同
じ
閲
覧
室
で
出
会
い
、

と
き
に
は
必
要
な
本
の
索
引
の
ひ
き
か
た
を
き
ゝ
合
つ
た
り
す
る
こ

と
か
ら
、
婦
人
閲
覧
室
の
仲
間
が
出
来
て
、
東
京
で
た
つ
た
一
つ
、

そ
れ
が
き
つ
か
け
と
な
つ
て
ゐ
る
興
味
あ
る
婦
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
。
〈
中
略
〉
若
い
女
性
の
心
に
う
ご
く
願
望
に
導
か
れ
て
、
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そ
れ
ら
の
人
は
ば
ら
〳
〵
に
図
書
館
に
来
て
、
学
校
の
課
目
や
勤
め

の
義
務
以
外
の
勉
強
を
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
段
々
互
に
顔
な
じ
み
に

な
り
、
話
し
が
は
じ
ま
り
、
御
弁
当
の
と
き
一
緒
に
食
堂
へ
行
く
や

う
な
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
集
り
が
出
来
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
、
「
婦
人
閲
覧
室
が
別
に
な
つ
て
ゐ
た
と
き
」
、
す

な
わ
ち
、
戦
前
の
帝
国
図
書
館
の
婦
人
閲
覧
室
は
、
「
利
用
者
同
士
の
交

流
の
場
」
で
あ
り
、
「
学
校
の
課
目
や
勤
め
の
義
務
以
外
の
」
自
由
な
学

び
を
享
受
す
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

戦
前
期
の
婦
人
閲
覧
室
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
真
紀
子
「
戦
前
期
の
図
書

館
に
お
け
る
婦
人
室
に
つ
い
て

読
書
す
る
女
性
を
図
書
館
は
ど
う
迎
え

た
か
」
（
『
図
書
館
界
』
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）
が
詳
し
い
。
宮
崎
論
文
は

新
聞
記
事
な
ど
の
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
婦
人
閲
覧
室
が
必
要
と
さ
れ
た

社
会
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

婦
人
閲
覧
者
を
嘲
弄
す
る
光
景
が
、帝
国
図
書
館
の
食
堂
や
休
憩
室
、

閲
覧
室
等
で
日
々
見
受
け
ら
れ
、
こ
う
し
た
公
徳
心
の
欠
如
は
、
男

子
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
と
非
難
す
る
論
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

図
書
館
へ
行
く
女
性
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
論
調
が
見
受
け
ら
れ
る
。

図
書
館
へ
行
く
の
は
虚
栄
心
か
ら
で
、
ま
じ
め
に
勉
強
す
る
の
で
は

な
く
手
当
た
り
次
第
読
み
あ
さ
る
だ
け
だ
、
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、

腰
を
落
ち
着
け
て
男
子
の
中
で
読
書
す
る
の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
帝
国
図
書
館
の
婦
人
室
の
中
を
の
ぞ
き
見
し
た
こ
と
を
軽

口
め
い
て
つ
づ
っ
た
文
章
さ
え
登
場
。
〈
中
略
〉
女
性
利
用
者
を
軽

ん
じ
る
考
え
方
が
、
昭
和
に
は
い
っ
て
も
、
図
書
館
の
中
に
さ
え
、

見
受
け
ら
れ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
『
市
立
図
書
館
と
其

事
業
』
に
〈
中
略
〉
「
如
何
な
る
理
由
で
あ
ら
う
か
、
日
本
の
女
が

ま
だ
ま
だ
見
得
の
た
め
に
図
書
館
通
ひ
を
し
て
居
る
者
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ら
う
か
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
女
性
が
本
を
読
む
行
為
は
遊
び
と
さ
れ
、
非
難
の
対
象
と
さ
れ

て
い
た
。
男
性
の
好
奇
の
目
か
ら
女
性
利
用
者
を
守
る
に
は
婦
人
閲
覧
室

が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
崎
論
文
は
婦
人
室
に
は
二
つ
の
役
割
が

あ
っ
た
と
す
る
。
一
つ
は
「
く
つ
ろ
ぎ
の
場
」
の
提
供
で
あ
る
。
婦
人
閲

覧
室
は
、
家
庭
で
自
由
に
本
を
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
「
女
性
が
さ
さ
や

か
で
も
知
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
」
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
も
う
一
つ

は
「
自
学
自
習
の
場
の
提
供
」
で
あ
る
。
「
勉
強
の
意
欲
に
燃
え
る
女
性

た
ち
に
と
っ
て
、
図
書
館
の
婦
人
室
は
「
私
た
ち
だ
け
の
部
屋
」
だ
っ
た
」
。

こ
れ
は
宮
本
が
「
図
書
館
」
（
前
掲
）
で
、
婦
人
閲
覧
室
を
「
女
学
校
の

寄
宿
舎
の
勉
強
室
の
や
う
で
あ
つ
た
。
同
時
に
、
友
達
同
士
で
来
て
ゐ
る

人
た
ち
の
私
語
が
か
な
り
や
か
ま
し
い
や
う
な
と
き
も
あ
つ
た
」
と
す
る

点
と
合
致
し
て
お
り
、帝
国
図
書
館
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

役
所
め
い
て
い
る
帝
国
図
書
館
で
「
く
つ
ろ
ぎ
の
場
」
と
ま
で
は
い
か
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
館
の
婦
人
閲
覧
室
も
「
自
学
学
習
の
場
」

と
し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
帝
国
図
書
館
の
婦
人
閲
覧
室
は
、
開
館
当
初
こ
そ
居
心

地
が
悪
か
っ
た
も
の
の
、
増
築
に
よ
っ
て
快
適
な
場
へ
と
変
化
し
、
女
性

に
自
由
に
本
を
読
む
場
を
提
供
し
、
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
と
見

ら
れ
る
。

以
上
、
同
時
代
の
女
性
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
か
ら
、
当
時
の
女
性
に

よ
る
帝
国
図
書
館
利
用
の
実
態
を
見
て
き
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
利
用
の

在
り
方
に
対
し
て
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に
お
け
る
図
書
館
利
用
は
ど
う
だ
ろ
う
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か
。「

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
は
、
二
人
の
女
性
の
図
書
館
利
用
者
が
登
場
す
る
。

一
人
は
主
人
公
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
で
、
詩
人
「
ゐ
り
あ
む
・
し
や
あ
ぷ
」
に
つ

い
て
調
べ
て
い
る
。
も
う
一
人
は
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
で
あ
り
、
「
産

婆
学
」
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
利
用
目
的
が
「
効
果
な
い

時
間
殺
し
」
、「
地
球
上
誰
の
役
に
も
立
た
な
い
行
ひ
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
目
的
は
実
益
を
伴
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
行

研
究
で
は
二
人
を
対
照
的
な
存
在
と
し
て
き
た

（
十
一
）

。
し
か
し
、
図
書
館

を
「
自
学
学
習
の
場
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
と
言
え
る
。

「
産
婆
学
の
暗
記
」
は
、
吉
屋
信
子
「
図
書
館
の
こ
と
」
（
前
掲
）
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
一
般
的
な
利
用
の
在
り
方
で
あ
る
が
、
詩
人
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
も
、
宮
本
百
合
子
が
「
図
書
館
」
で
言
及
す
る
「
学
校
の
課

目
や
勤
め
の
義
務
以
外
の
勉
強
を
し
て
い
る
」
女
性
利
用
者
の
類
型
に
当

て
は
ま
る
と
言
え
よ
う
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
図
書
館
利
用
の
在
り
方
は
、
当

時
の
女
性
に
よ
る
利
用
実
態
と
比
較
し
て
特
異
で
は
な
い
。

し
か
し
、「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
よ
う
に
閲
覧
室
で
は
な
く
、「
食
堂
」

で
勉
強
す
る
利
用
の
在
り
方
は
管
見
の
限
り
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
利
用
の
在
り
方
は
一
般
的
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を
め
ぐ
っ
て

三
―
一
、「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
不
自
然
さ

前
述
し
た
よ
う
に
モ
デ
ル
館
で
あ
る
帝
国
図
書
館
に
お
い
て
「
食
堂
」

で
勉
強
す
る
利
用
の
在
り
方
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
地
下
室
が
非
常
に
暗
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
ろ
う
。
帝
国
図
書
館

の
地
下
室
食
堂
は
菊
池
寛
「
出
世
」
（
前
掲
注
八
）
で
「
昼
で
も
蝙
蝠
が

出
さ
う
な
暗
い
食
堂
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
暗
か
っ
た
。
本
作
に
お
い
て

も
「
食
堂
」
は
繰
り
返
し
「
薄
暗
い
」
と
表
現
さ
れ
、
勉
強
に
は
不
向
き

な
環
境
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
そ
の

よ
う
な
場
所
で
勉
強
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
閲
覧
室
の
開
館
時
間
が
過

ぎ
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
が
現
れ
る

の
は
五
月
の
「
夕
方
」
で
あ
る
。
帝
国
図
書
館
『
帝
国
図
書
館
一
覧
』（
帝

国
図
書
館
、
一
九
二
六
年
九
月
）
「
帝
国
図
書
館
規
則
」
「
第
一
條
」
に
拠

れ
ば
、
季
節
や
曜
日
に
関
係
な
く
「
本
館
ノ
開
館
時
間
ハ
午
前
八
時
ヨ
リ

午
後
九
時
マ
デ
ト
ス
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」

は
閲
覧
室
の
開
館
時
間
が
過
ぎ
た
た
め
に
「
食
堂
」
で
勉
強
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
食
事
中
も
勉
強
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
別
だ
が
、

食
事
を
す
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
限
り
な
く
暗
記

物
の
上
に
俯
い
て
ゐ
て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
ポ
オ
ズ
」
で
あ
り
、
異
様
な

ほ
ど
動
か
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
女
は
「
地
下
室
の
一
隅
の
も
つ
と
も
薄
暗

い
中
」
に
い
る
と
さ
れ
る
。
勉
強
を
し
て
い
る
人
物
が
、
た
だ
で
さ
え
「
薄

暗
い
」
地
下
室
の
「
も
つ
と
も
薄
暗
い
中
」
に
い
る
の
は
不
自
然
に
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
鉛
筆
を
け
づ
る
音
」
を
聞
く
が
、
「
産
婆
学

の
暗
記
者
」
が
鉛
筆
を
削
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
奇
妙
に
思
わ

れ
る
。
食
事
を
す
る
場
で
鉛
筆
を
削
る
行
為
は
節
度
を
欠
い
た
行
い
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
鉛
筆
を
使
用
し
本
格
的
に
勉
強
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
閲

覧
室
に
行
か
な
い
の
か
、
ま
す
ま
す
不
可
解
で
あ
る
。

「
閲
覧
室
」
が
開
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
事
を
す
る
わ
け
で

も
な
く
、
「
薄
暗
い
」
「
食
堂
」
の
「
も
つ
と
も
薄
暗
い
中
」
で
鉛
筆
を
削
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り
、
「
無
暗
と
勉
強
を
つ
づ
け
」
、
「
限
り
な
く
暗
記
物
の
上
に
俯
い
て
ゐ

て
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
ポ
オ
ズ
」
の
人
物
。
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
、

実
在
の
人
物
に
し
て
は
不
自
然
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
女
は

本
当
に
実
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」

が
現
れ
る
場
面
を
考
察
し
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

三
―
二
、
「
粉
薬
」
の
服
用
と
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
出
現

「
し
や
あ
ぷ
氏
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
頭
痛
」
が
ひ
ど
く
な
り
、
地
下
室
に
下
り
「
婦
人
食
堂
」

に
入
る
。
そ
こ
で
「
粉
薬
」
を
服
用
し
、
会
話
を
し
た
り
、
パ
ン
を
食
べ

た
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
不
意
に
「
鉛
筆
を
け
づ
る
音
」
が
聞
こ
え
、「
地

下
室
の
一
隅
の
も
つ
と
も
薄
暗
い
中
」
に
い
る
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を

見
出
す
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
が
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て

「
粉
薬
」
の
服
用
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
点
目
は
「
産
婆
学
の
暗

記
者
」
が
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
都
合
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
出
現
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
に
つ
い
て
、
語
り
手
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
古
鞄
の
粉
薬
を

服
用
し
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
見
ら
れ
た
で
あ
ら
う
」
と
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢

の
「
粉
薬
」
の
服
用
を
「
人
々
」
が
「
見
ら
れ
た
」
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
「
粉
薬
」
の
服
用
を
強
調
し
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
重
要
な
意
味
を
持

つ
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。「
粉
薬
」
と
は
、
冒
頭
で
「
風

の
た
よ
り
」
が
「
神
経
麻
痺
剤
の
た
ぐ
ひ
」
と
非
難
し
た
も
の
で
、
中
毒

者
は
「
身
の
ま
わ
り
に
在
る
と
こ
ろ
の
生
き
て
動
い
て
ゐ
る
世
界
を
ば
彼

等
に
身
勝
手
な
意
味
づ
け
か
ら
恐
れ
た
り
、
煙
た
が
つ
た
り
、
は
て
は
軽

蔑
し
た
り
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
粉
薬
」
は
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢

を
被
害
妄
想
的
・
厭
世
的
に
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
「
悪
魔
の
粉
薬
の

の
み
す
ぎ
に
よ
つ
て
」
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
多
少
重
い
神
経
病
に
か
か
つ

て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
。

こ
の
「
粉
薬
」
は
お
そ
ら
く
、
作
者
が
常
用
し
て
い
た
頭
痛
薬
ミ
グ
レ

ニ
ン
で
あ
ろ
う
。
『
定
本
尾
崎
翠
全
集
』
下
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八

年
十
月
）
「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
翠
は
一
九
二
四
年
に
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
常

用
を
開
始
し
、
一
九
二
九
年
に
は
多
量
服
用
が
習
慣
化
し
、
難
聴
な
ど
の

副
作
用
が
出
始
め
る
。
一
九
三
一
年
八
月
に
幻
覚
症
状
が
現
れ
始
め
、
一

九
三
二
年
九
月
、
あ
ま
り
に
幻
覚
症
状
が
激
し
い
た
め
、
長
兄
の
篤
郎
が

翠
を
鳥
取
に
連
れ
帰
っ
た
。
以
後
、
翠
が
上
京
す
る
こ
と
は
な
く
、
事
実

上
の
作
家
人
生
の
終
焉
と
な
る
、
と
あ
る
。

翠
の
幻
覚
症
状
に
つ
い
て
、
林
芙
美
子
「
落
合
町
山
川
記
（
抄
）
」（
『
改

造
』
一
九
三
三
年
九
月
号
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
欧
州
か
ら
帰
つ
て
来
る
と
、
す
ぐ
ま
た
戸
隠
山
へ
出
掛
け
た
。

山
で
一
ケ
月
を
暮
ら
し
て
帰
つ
て
来
る
と
、
尾
崎
さ
ん
は
軀
を
悪
く

し
て
困
つ
て
ゐ
た
。
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
小
さ
い
壜
を
二
日
で
あ
け
て
し

ま
ふ
の
で
、
そ
の
作
用
な
の
か
、
夜
に
な
る
と
ト
ン
ボ
が
沢
山
飛
ん

で
行
つ
て
ゐ
る
や
う
だ
と
云
つ
た
り
、
雁
が
家
の
中
へ
這
入
つ
て
来

る
や
う
だ
と
、
夜
更
け
ま
で
淋
し
が
つ
て
私
を
離
さ
な
か
つ
た
。

眼
の
下
の
草
原
に
は
随
分
草
が
ほ
う
け
て
よ
く
虫
が
鳴
い
た
。「
随

分
虫
が
鳴
く
わ
ね
え
」
と
云
ふ
と
、
「
貴
女
も
少
し
頭
が
変
よ
、
あ

れ
は
ラ
ヂ
オ
よ
」
と
云
つ
た
り
し
た
。

『
林
芙
美
子
全
集

第
十
六
巻
』（
文
泉
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
四
月
）
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「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
芙
美
子
が
欧
州
か
ら
帰
国
し
た
の
は
一
九
三
二
年

六
月
で
あ
り
、
戸
隠
へ
行
っ
た
の
は
八
月
二
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
二
年
八
月
頃
に
林
芙
美
子
は
実
際
に
ト
ン
ボ

の
幻
覚
や
ラ
ジ
オ
の
幻
聴
な
ど
の
幻
覚
症
状
を
起
こ
す
翠
を
見
て
お
り
、

そ
の
原
因
を
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
副
作
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

ま
た
、
翠
の
恋
人
で
あ
っ
た
高
橋
丈
雄
は
「
恋
び
と
な
る
も
の
」
（
『
尾

崎
翠
全
集
』
（
創
樹
社
、
一
九
七
九
年
十
二
月
）
「
付
録
月
報
」
）
で
、
翠

か
ら
助
け
を
求
め
る
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
り
駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
「
被
害

妄
想
の
あ
り
っ
た
け
」
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
と
い
う
。
高
橋
は
翠
を
救
う

た
め
に
同
棲
し
、
芙
美
子
の
も
と
へ
相
談
に
行
く
が
、
そ
の
際
、
芙
美
子

は
翠
の
神
経
病
の
原
因
を
や
は
り
「
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
中
毒
」
だ
と
し
て
い

る
。「

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
先
行
す
る
「
歩
行
」
（
前
掲
）
で
も
、
ミ
グ
レ
ニ

ン
が
「
頭
の
病
気
」
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
ミ
グ
レ
ニ
ン
を
常

用
し
て
い
る
青
年
詩
人
土
田
九
作
は
「
毎
日
薬
ば
か
り
の
ん
で
、
お
か
し

な
文
章
を
書
い
て
」
お
り
「
頭
の
病
気
に
罹
つ
て
居
る
」
、
「
あ
の
脳
の
薬

を
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
駄
目
」
、
「
土
田
九
作
く
ら
ゐ
薬
を
用
ひ
る
詩
人
が

何
処
に
あ
る
か
。
〈
中
略
〉
だ
か
ら
烏
が
真
白
に
見
え
て
し
ま
ふ
の
だ
」

な
ど
と
作
中
人
物
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
翠
は
林
芙
美
子
と
同
様
、
被
害
妄
想
や
幻
覚
な

ど
の
神
経
病
の
症
状
を
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
中
毒
だ
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に

は
、
自
分
の
症
状
に
対
す
る
客
観
的
な
認
識
が
あ
り
、
そ
れ
を
作
品
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
粉

薬
」
を
飲
ん
だ
直
後
に
現
れ
た
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
や
「
鉛
筆
を
け
づ

る
音
」
も
、
ミ
グ
レ
ニ
ン
の
中
毒
に
よ
る
幻
視
・
幻
聴
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
粉
薬
」
の
服
用
を
強
調
す
る
語
り
は
、「
産

婆
学
の
暗
記
者
」
の
出
現
が
「
粉
薬
」
の
「
服
用
」
を
契
機
と
し
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
二
点
目
に
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
が
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
都
合
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
婦
人
食
堂
」

に
入
っ
た
当
初
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
存
在
に
気
づ

か
な
い
。
し
か
し
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
粉
薬
」
を
飲
み
、
「
会
話
を
す
る

と
か
、
或
は
パ
ン
を
喰
べ
た
く
な
る
」
と
、
突
如
、
彼
女
は
現
れ
る
。

こ
ん
な
時
、
人
類
と
は
、
大
き
い
声
で
歌
を
ど
な
る
と
か
、
会
話

を
す
る
と
か
、
或
は
パ
ン
を
喰
べ
た
く
な
る
も
の
だ
。
〈
中
略
〉
そ

れ
で
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
、
い
ま
、
せ
め
て
パ
ン
を
喰
べ
て
み
よ
う
と
思

つ
た
。
丁
度
こ
の
時
で
あ
つ
た
。
地
下
室
の
片
隅
か
ら
、
鉛
筆
を
け

づ
る
音
が
起
つ
た
の
で
あ
る
。
地
下
室
の
一
隅
の
も
つ
と
も
薄
暗
い

中
に
一
人
の
先
客
が
ゐ
た
。
そ
し
て
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
、
も
は
や
疑
ふ

と
こ
ろ
も
な
く
、
先
方
を
産
婆
学
の
暗
記
者
と
信
じ
て
し
ま
つ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に
と
つ
て
丁
度
い
い
話
対
手
で
あ
つ

た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
会
話
」

を
欲
し
た
「
丁
度
こ
の
時
」
に
「
丁
度
い
い
話
対
手
」
と
し
て
出
現
す
る
。

二
度
も
「
丁
度
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
彼
女
の
出
現
は
ま
る
で
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
都
合
に
合
わ
せ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
出
現
は
「
粉
薬
」
の
服
用

が
契
機
と
み
ら
れ
る
。
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
実
在
の
人
間
に
こ
ほ
ろ

ぎ
嬢
の
心
理
が
投
影
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
心
理
を
反
映
し
た

幻
覚
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
末
國
論
文
（
前
掲
注
１
）
は
「
産
婆
学
」
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が
実
学
＝
「
パ
ン
」
を
得
る
た
め
の
学
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
「
パ
ン
」

の
世
界
を
象
徴
す
る
の
が
、
「
産
婆
学
の
受
験
者
」
と
さ
れ
る
女
性
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、
「
産
婆
学
」
は
「
パ
ン
」
を
手
に
入

れ
る
た
め
の
学
問
で
あ
り
、
彼
女
は
「
パ
ン
」
の
世
界
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
せ
め
て
パ
ン
を
喰
べ
て
み
よ
う
と
思
つ
た
」
、
ま
さ
に
そ

の
瞬
間
に
現
れ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は

「
粉
薬
」
の
作
用
に
よ
っ
て
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
「
話
対
手
」
と
「
パ
ン
」

を
得
た
い
と
い
う
心
理
を
反
映
し
生
み
出
さ
れ
た
幻
覚
で
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
話
対
手
」
や
「
パ
ン
」
を
欲
す
る
ま
で

「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
存
在
を
「
よ
ほ
ど
長
い
あ
ひ
だ
」
「
知
ら
な
か

つ
た
」
の
は
、
そ
も
そ
も
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
が
そ
れ
ま
で
そ
こ
に
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
―
三
、
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚

ミ
グ
レ
ニ
ン
の
常
用
を
開
始
し
た
一
九
二
四
年
以
降
、
翠
は
他
作
品
で

も
幻
覚
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
作
品
群
で
幻
覚
が
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
描
か
れ
方

と
比
較
し
た
い
。

「
香
り
か
ら
呼
ぶ
幻
覚
」（
一
九
二
七
年
二
月
頃
執
筆
）

失
恋
し
た
お
洋
さ
ん
は
煙
草
と
牛
乳
を
混
ぜ
た
香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
で
、

失
恋
相
手
の
幻
覚
を
視
て
楽
し
む
。
し
か
し
、
お
洋
さ
ん
は
幻
覚
を
引
き

起
こ
す
「
高
い
煙
草
の
為
め
に
着
物
も
、
買
へ
な
い
で
ゐ
る
」
。
「
止
め
よ

う
と
思
つ
て
も
、
止
め
ら
れ
な
い
」
。
幻
覚
そ
の
も
の
は
お
洋
さ
ん
に
甘

い
夢
を
み
せ
る
が
、
そ
れ
は
彼
女
の
身
を
破
滅
へ
と
導
く
も
の
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。

「
木
犀
」（
『
女
人
芸
術
』
一
九
二
九
年
三
月
）

Ｎ
氏
の
求
婚
を
断
っ
た
「
私
」
の
前
に
「
チ
ヤ
ア
リ
イ
」
（
映
画
ス
タ

ー
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
）
が
現
れ
る
。
「
私
の
心
臓
は
沈
黙

の
敬
意
ば
か
り
呉
れ
て
ゐ
る
チ
ヤ
ア
リ
イ
に
向
か
つ
て
素
裸
」
に
な
り
、

Ｎ
氏
へ
の
未
練
、
Ｎ
氏
の
求
婚
を
断
っ
た
真
意
を
告
白
す
る
。
「
チ
ヤ
ア

リ
イ
」
は
「
私
」
が
結
婚
し
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、
「
私
」
を
置
い

て
去
る
。
「
チ
ヤ
ア
リ
イ
」
は
「
私
」
の
心
の
奥
底
に
あ
る
気
持
ち
を
告

白
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

「
新
嫉
妬
価
値
」（
『
女
人
芸
術
』
一
九
二
九
年
十
二
月
）

「
耳
鳴
り
」
が
「
俺
」
と
自
称
し
、
「
私
」
に
語
り
か
け
る
。
「
私
」
と

「
耳
鳴
り
」
は
「
一
つ
の
肉
体
の
中
に
一
緒
に
棲
ん
で
ゐ
る
」
と
さ
れ
、

「
耳
鳴
り
」
は
「
私
」
の
別
人
格
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。「
私
」
／
「
耳

鳴
り
」
の
関
係
は
、
翠
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ

ー
プ
／
フ
ィ
オ
ナ
・
マ
ク
ラ
ウ
ド

（
十
二
）

の
関
係
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
「
耳
鳴
り
」
の
発
話
は
「
」
を
利
用
し
て
表
現
さ
れ
て
お

り
、
幻
聴
と
捉
え
ら
れ
る
。
「
私
」
は
「
耳
鳴
り
」
と
会
話
す
る
だ
け
で

な
く
、
彼
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
、
彼
と
「
詩
の
合
作
」
ま
で
行
っ
て

い
る
。
幻
聴
は
「
私
」
の
別
人
格
＝
分
身
的
な
も
の
で
あ
り
、
時
に
「
私
」

を
支
配
し
、
ま
た
時
に
詩
作
を
す
る
存
在
（
創
作
の
源
泉
）
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

「
第
七
官
界
彷
徨
」（
前
掲
）
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次
兄
二
助
の
部
屋
で
断
髪
さ
れ
な
が
ら
「
い
ろ
ん
な
匂
ひ
」
（
二
助
に

か
け
て
も
ら
っ
た
香
水
や
彼
が
煮
る
人
糞
の
匂
い
な
ど
）
に
包
ま
れ
て
い

た
主
人
公
小
野
町
子
は
、睡
気
を
感
じ
て
半
覚
醒
状
態
に
な
る
う
ち
に
「
霧

の
や
う
な
ひ
と
つ
の
世
界
」
に
迷
い
込
む
。
そ
こ
で
、
町
子
は
二
助
の
「
上

つ
ぱ
り
」
が
「
雲
の
か
た
ち
に
か
す
み
、
そ
の
雲
は
私
が
い
ま
ま
で
み
た

い
ろ
ん
な
か
た
ち
の
雲
に
変
つ
た
」
の
を
見
る
。
ま
た
、
二
助
の
煮
る
土

鍋
の
音
が
「
祖
母
が
お
は
ぎ
の
あ
ん
こ
を
煮
る
音
と
変
ら
な
か
つ
た
の

で
」
、
「
六
つ
か
七
つ
の
子
供
に
か
へ
り
」
、
「
祖
母
の
た
も
と
に
つ
か
ま
つ

て
鍋
の
な
か
の
あ
ん
こ
を
み
つ
め
て
」
い
る
幻
覚
を
見
る
。
さ
ら
に
、
二

助
の
机
の
上
を
見
る
と
、
「
机
の
上
の
蘚
の
湿
地
が
森
林
の
大
き
さ
」
に

広
が
っ
て
見
え
、
二
助
が
蘚
の
上
を
な
で
た
綿
棒
は
「
箒
の
大
き
さ
に
ひ

ろ
が
つ
た
」
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
幻
覚
は
な
ん
ら
か
の
機
能
を
果

た
す
も
の
で
は
な
く
、
「
霧
の
や
う
な
ひ
と
つ
の
世
界
」
、
す
な
わ
ち
町
子

が
希
求
す
る
「
第
七
官
界
」
は
幻
覚
の
起
こ
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
途
上
に
て
」（
『
作
品
』
一
九
三
一
年
四
月
）

本
作
で
は
ま
ず
、
「
私
」
が
図
書
館
で
読
ん
だ
「
カ
ラ
バ
ン
の
な
か
に

ゐ
た
一
人
の
少
年
が
、砂
漠
の
な
か
で
変
な
死
に
か
た
を
し
て
ゐ
た
一
篇
」

で
「
眼
瞼
の
な
か
の
こ
ひ
び
と
」
と
い
う
幻
覚
を
見
る
少
年
が
登
場
す
る
。

こ
の
こ
ひ
び
と
と
少
年
と
の
あ
ひ
び
き
は
、
い
つ
も
人
里
は
な
れ
た

丘
で
行
は
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
灌
木
の
繁
み
に
か
こ
ま

れ
た
草
の
う
へ
に
な
が
な
が
と
寝
そ
べ
り
、
空
に
向
け
た
眼
を
つ
ぶ

る
と
、
彼
の
眼
瞼
の
内
側
に
女
が
あ
ら
は
れ
る
の
で
す
。
彼
は
女
の

窓
下
に
か
く
れ
て
口
笛
を
吹
き
、
女
が
眼
を
く
れ
る
の
を
待
つ
。
し

か
し
こ
の
娘
は
一
度
だ
つ
て
口
笛
の
方
に
眼
を
く
れ
た
た
め
し
が
な

い
。
そ
れ
が
よ
け
い
男
の
心
を
囚
へ
る
。

少
年
は
「
眼
瞼
の
内
側
」
に
「
美
し
い
娘
」
の
幻
を
見
、
彼
女
に
恋
し

て
い
る
。
少
年
は
「
眼
瞼
の
な
か
の
こ
ひ
び
と
に
め
ぐ
り
逢
ふ
た
め
に
」

カ
ラ
バ
ン
に
加
わ
り
、
「
四
日
の
あ
ひ
だ
茫
茫
と
し
た
砂
漠
の
な
か
を
行

き
」
、
そ
の
翌
朝
、
「
屍
体
に
な
つ
て
ゐ
る
」
の
を
発
見
さ
れ
る
が
、
彼
の

死
因
と
し
て
砂
漠
地
方
の
「
風
土
病
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
風

土
病
」
は
壮
年
の
男
性
に
限
り
、
こ
の
砂
漠
地
方
を
二
週
間
以
上
旅
行
す

る
と
、
抑
留
さ
れ
て
い
た
男
の
「
あ
る
種
の
心
」
が
女
性
の
幻
影
を
創
り

出
し
、
そ
の
女
性
が
夢
遊
病
の
よ
う
に
男
を
外
へ
連
れ
出
し
、
死
に
至
ら

し
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
年
が
砂
漠
に
入
っ
て
か
ら

の
時
間
は
四
日
、
年
若
い
年
齢
、
「
祈
祷
」
の
よ
う
な
「
死
の
ポ
オ
ズ
」
、

そ
し
て
、
し
な
び
て
い
な
い
「
屍
体
」
な
ど
、
少
年
の
死
の
状
態
は
「
風

土
病
」
の
特
徴
と
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
違
い
は
、
少
年
の
死
が
「
壮
年

旅
行
者
の
や
う
な
デ
ザ
イ
ア
」
で
は
な
く
、
「
一
種
の
清
し
い
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
の
や
う
な
情
念
の
、
影
の
や
う
な
冷
淡
な
女
に
対
す
る
思
慕
の
、
だ
か

ら
ひ
と
つ
の
信
仰
と
も
い
へ
る
想
ひ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
と
さ
れ
る
。
幻
の
女
性
は
男
を
死
に
至
ら
し
め
る
が
、
彼
女
を
生
み

出
す
「
心
」
が
「
デ
ザ
イ
ア
」
な
ら
ば
醜
い
死
を
、
「
清
し
い
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
の
や
う
な
」
「
信
仰
」
で
あ
れ
ば
、
美
し
い
死
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

ま
た
本
作
に
は
、
二
年
前
に
絶
交
し
た
「
私
」
の
旧
友
中
世
紀
氏
が
登

場
す
る
が
、
彼
も
ま
た
幻
覚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
十
三
）

。
中
世
紀
氏
は

「
私
」
が
好
ん
で
い
る
「
妖
婦
型
の
女
優
」
ナ
ヂ
モ
ヴ
ァ
を
否
定
す
る
。

さ
ら
に
、
中
世
紀
氏
は
医
者
に
な
る
こ
と
や
結
婚
は
父
親
に
か
け
ら
れ
た

「
暗
示
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ら
を
拒
絶
し
て
田
舎
の
教
会
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へ
行
こ
う
と
す
る
が
、
「
私
」
は
彼
に
、
神
様
は
「
暗
示
の
外
」
な
の
か

と
尋
ね
て
し
ま
い
、
怒
り
を
買
っ
て
彼
と
決
別
す
る
。

木
屑
の
香
か
ら
遠
の
き
、
原
つ
ぱ
の
傾
斜
を
下
り
な
が
ら
私
の
部
屋

の
み
え
る
地
点
に
く
る
と
、
私
の
心
は
い
く
ら
か
神
様
に
関
す
る
話

題
か
ら
離
れ
か
か
つ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
は
つ
ひ
き
い
て
し
ま

つ
た
の
で
す
。

「
で
も
、
神
様
は
ほ
ん
と
の
暗
示
の
外
に

―
」

「
た
く
さ
ん
で
す
」
中
世
紀
氏
は
私
の
問
ひ
を
蹴
と
ば
し
ま
し
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
忌
避
し
、
信
仰
に
生
き
よ
う
と
す
る
中
世
紀
氏

は
、
カ
ラ
バ
ン
の
少
年
と
類
似
し
て
い
る
。
「
私
」
は
か
つ
て
絶
交
し
た

中
世
紀
氏
に
、
カ
ラ
バ
ン
の
少
年
を
投
影
し
た
幻
覚
を
み
て
い
た
の
だ
ろ

う
（
十
四
）

。
中
世
紀
氏
は
結
婚
す
る
こ
と
を
理
由
に
「
私
」
と
絶
交
し
た
。

し
か
し
、
た
と
え
氏
が
結
婚
せ
ず
と
も
、
さ
ら
に
は
幻
覚
で
あ
っ
て
も
、

彼
が
「
私
」
の
傍
に
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
二
人
は
決
別
す
る
。
「
私
」

は
中
世
紀
氏
に
カ
ラ
バ
ン
の
少
年
が
「
眼
瞼
の
な
か
の
こ
ひ
び
と
」
に
抱

い
て
い
た
よ
う
な
「
報
ひ
ら
れ
な
い
思
慕
」
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
報
ひ
ら
れ
な
い
思
慕
」
の
対
象
と
し
て
の
幻
覚
は
、
「
香
り

か
ら
呼
ぶ
幻
覚
」
で
お
洋
さ
ん
が
視
る
幻
覚
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

カ
ラ
バ
ン
の
少
年
の
話
で
幻
覚
が
死
を
招
く
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

点
も
、
お
洋
さ
ん
が
幻
覚
を
見
る
た
め
に
身
を
破
滅
さ
せ
て
い
く
点
と
類

似
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ラ
バ
ン
の
少
年
の
話
に
あ
る
よ
う
に
、「
デ

ザ
イ
ア
」
で
は
な
く
「
信
仰
」
に
近
い
恋
心
が
見
せ
る
幻
覚
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
死
（
あ
る
い
は
破
滅
）
は
、
「
美
し
い
死
」
で
あ
り
、
必
ず

し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
、
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚
を
分
析
す
る
と
、
①
甘
い
夢
を
見
せ
、

破
滅
さ
せ
る
〈
幻
覚
〉
②
「
報
ひ
ら
れ
な
い
思
慕
」
に
よ
る
〈
幻
覚
〉
③

心
の
奥
底
に
あ
る
気
持
ち
を
「
告
白
」
さ
せ
る
〈
幻
覚
〉
④
分
身
と
し
て

の
〈
幻
覚
〉
⑤
創
作
の
源
泉
と
し
て
の
〈
幻
覚
〉
⑥
「
第
七
官
界
」
の
〈
幻

覚
〉
の
六
つ
の
〈
幻
覚
〉
の
パ
タ
ー
ン
が
見
出
せ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ

ら
の
幻
覚
が
登
場
す
る
作
品
の
う
ち
、
対
象
が
明
確
に
幻
覚
で
あ
る
と
語

ら
れ
る
作
品
は
「
香
り
か
ら
呼
ぶ
幻
覚
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
作
品

に
お
け
る
幻
覚
は
、
ま
る
で
実
存
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持

つ
。
幻
覚
か
実
在
か
空
想
か
神
経
病
に
よ
る
妄
想
か
、
明
確
に
語
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
お
い
て
語
り
手
「
私
た
ち
」
が
冒
頭

で
長
々
と
「
風
の
た
よ
り
」
を
提
示
し
た
あ
げ
く
に
「
人
々
は
そ
れ
等
の

話
に
よ
つ
て
私
た
ち
の
も
の
が
た
り
の
女
主
人
を
、
一
人
の
背
徳
の
女
と

決
め
て
し
ま
は
れ
な
く
て
も
好
い
で
あ
ら
う
。
何
故
と
い
へ
ば
、
私
た
ち

が
並
べ
た
事
々
は
、
み
な
途
上
の
風
の
た
よ
り
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
翠
作
品
の
語
り
に
は
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
が
多
々
見
ら
れ
る
。
主

人
公
の
異
常
性
は
語
り
に
よ
っ
て
表
だ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
む
し
ろ
、
幻
覚
を
幻
覚
と
語
ら
な
い
こ
と
で
、
主
人
公
の
異
常
性
を

隠
蔽
・
寛
容
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
幻
覚
と
そ
の
語
ら
れ
方
の
特
徴
に
対
し
、
「
産
婆
学
の
暗
記

者
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
声
を
使
は
な
い
会
話
」
で
「
産

婆
学
の
暗
記
者
」
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
「
告
白
」
を
す
る
。

「
御
勉
強
な
さ
い
未
亡
人
（
こ
の
黒
つ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
に
向
つ
て
、

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
こ
の
他
の
呼
び
方
を
知
ら
な
か
つ
た
）
〈
中
略
〉
暁

け
が
た
の
こ
ほ
ろ
ぎ
を
踏
ん
で
、
あ
な
た
の
商
売
は
毎
朝
繁
盛
し
ま

す
や
う
に
。
こ
ほ
ろ
ぎ
の
こ
と
な
ん
か
発
音
し
た
ら
、
あ
な
た
は
た
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ぶ
ん
嗤
は
れ
る
で
せ
う
。
で
も
、
私
は
、
小
さ
い
声
で
あ
な
た
に
告

白
し
た
い
ん
で
す
。
私
は
、
ね
ん
ぢ
ゆ
う
、
こ
ほ
ろ
ぎ
な
ん
か
の
こ

と
が
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
私
は
、
年
中
何
の
役
に
も
立

た
な
い
事
ば
か
し
考
へ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
で
も
、
こ
ん
な
考
へ
に

だ
つ
て
、
や
は
り
、
パ
ン
は
要
る
ん
で
す
。
そ
れ
故
、
私
は
、
年
中

電
報
で
阿
母
を
驚
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
〈
中
略
〉
母
親
つ

て
、
い
つ
の
世
に
も
、
あ
ま
り
好
い
役
割
り
で
は
な
い
や
う
で
す
わ

ね
。
娘
が
頭
の
病
気
を
す
れ
ば
、
阿
母
は
何
倍
も
心
の
病
気
に
憑
か

れ
て
し
ま
ふ
ん
で
す
。
〈
中
略
〉
霞
を
吸
つ
て
人
の
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
方
法
。
私
は
年
中
そ
れ
を
願
つ
て
ゐ
ま
す
。
で
も
、
あ
ま
り
度
々

パ
ン
！

パ
ン
！

パ
ン
！

て
騒
ぎ
た
か
な
い
ん
で
す
」

こ
の
よ
う
に
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に
、
詩
人
と
し

て
生
き
る
故
の
「
パ
ン
」
を
得
ら
れ
な
い
不
安
、
母
へ
の
罪
悪
感
、
そ
れ

で
も
詩
人
と
し
て
生
き
た
い
と
い
う
、
心
の
奥
底
に
潜
む
気
持
ち
を
「
告

白
」
さ
せ
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚

の
特
徴
③
心
の
奥
底
に
あ
る
気
持
ち
を
「
告
白
」
さ
せ
る
〈
幻
覚
〉
の
機

能
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
先
行
研
究
で
は
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を
実
在
と
捉
え
た
上
で
、

こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
「
分
身
」
と
す
る
論
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
末
國
論
文

（
前
掲
注
一
）
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を
「
未
亡
人
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
一
人
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼

女
は
「
い
ろ
ん
な
意
味
で
儚
い
生
き
も
の
」
で
あ
る
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
と
類
似

し
て
お
り
、
「
パ
ン
の
世
界
を
生
き
る
も
う
一
人
の
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
、
「
パ
ン
と
自
己
の
世
界
に
引
き
裂

か
れ
た
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
に
と
っ
て
、
「
産
婆
学
の
受
験
者
」
は
「
憧
憬

の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
敬
遠
す
べ
き
対
象
」
で
も
あ
り
、
「
こ
ほ
ろ

ぎ
嬢
」
の
一
方
の
希
望
を
鏡
像
と
し
て
映
し
出
す
役
割
を
果
た
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

竹
田
志
保
「
尾
崎
翠
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
論

「
少
女
共
同
体
」
と
「
分

裂
」
」
（
『
学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学
』
二
〇
一
〇
年
三
月
）

は
、
フ
ロ
イ
ト
『
不
気
味
な
も
の
』
（
一
九
一
七
年
）
を
参
照
し
、
フ
ロ

イ
ト
の
分
身
論
が
「
「
分
身
」
と
は
、
現
実
の
い
く
つ
か
の
要
因
に
よ
っ

て
抑
圧
さ
れ
た
自
己
の
欲
望
や
可
能
性
が
像
と
し
て
現
前
し
た
も
の
で
あ

る
」
と
す
る
の
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
勝
手
に
そ
う
思
い
こ

ん
だ
だ
け
で
）「
実
際
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
確
か
で
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
こ
の
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と

は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
無
意
識
が
反
映
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
〈
中
略
〉
こ
の
人
物
が
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に
と
っ
て
「
産
婆

学
の
暗
記
者
」
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
そ
れ
が
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢

が
抑
圧
す
る
要
素
の
集
合
と
し
て
導
き
だ
さ
れ
た
結
果
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
と
き
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と
は
、
自
己
の
な
か
に
あ

る
理
想
的
自
己
像
と
し
て
で
は
な
く
、
抑
圧
し
た
自
己
の
「
分
身
」

と
し
て
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
に
回
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

は
フ
ロ
イ
ト
の
い
う
「
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰
」
で
あ
り
、
「
不

気
味
な
も
の
」
と
し
て
の
「
分
身
」
に
相
違
な
い
。
（
（
）
内
は
引
用

者
）

青
井
詩
織
「
尾
崎
翠
研
究

―
女
主
人
公
の
影
と
彷
徨

―
」
（
『
富
大

比
較
文
学
』
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
も
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
「
「
黒



- 40 -

つ
ぽ
い
痩
せ
た
対
手
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
影
、
分
身
を
連
想
さ
せ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は
「
黒
つ
ぽ
い
」
「
薄
暗
い
」
と
表

現
さ
れ
、
影
の
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
は
「
影
の
病
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
深
層
心
理
に
は
「
パ
ン
」
を
手
に

入
れ
る
に
は
「
産
婆
学
」
の
よ
う
な
実
学
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
意
識
が

あ
り
、
そ
れ
が
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と
い
う
鏡
像
と
な
っ
て
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
産
婆
学
の
暗

記
者
」
の
分
身
性
は
、
翠
作
品
に
お
け
る
分
身
の
特
徴
④
分
身
と
し
て
の

〈
幻
覚
〉
と
一
致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
作
の
語
り
手
は
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
を
幻
覚
で
あ
る
と

明
言
せ
ず
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
に
向
け
た
無
言
の
挨

拶
や
「
声
を
使
は
な
い
会
話
」
が
通
じ
な
か
っ
た
際
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
異
常
性
を
指
摘
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
通
じ
な
い
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」

の
方
が
異
常
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
こ
れ
は
何
と
い
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
」

と
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
と
一
緒
に
な
っ
て
嘆
く
。
こ
の
よ
う
な
幻
覚
を
幻
覚
で

あ
る
と
指
摘
せ
ず
、
主
人
公
の
異
常
性
を
隠
蔽
・
寛
容
す
る
語
り
の
在
り

方
は
、
前
述
し
た
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚
の
語
ら
れ
方
の
特
徴
と
一
致
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
機
能
と
そ
の
語
ら
れ
方
に
は
、

翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚
の
機
能
と
複
数
の
類
似
が
見
ら
れ
る
。
先
行
研
究

で
は
「
粉
薬
」
と
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
因
果
関
係
が
注
目
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
彼
女
を
実
在
と
捉
え
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
彼
女
に
自
分
の
深
層

心
理
を
投
影
し
て
い
る
、
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
は

「
粉
薬
」
が
誘
因
し
た
幻
覚
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
作
中
の
舞
台
と
な
っ
た
図
書
館
の
モ
デ
ル
と
し
て
帝
国
図

書
館
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
館
の
女
性
に
よ

る
利
用
実
態
を
同
時
代
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
か
ら
調
査
し
、
「
こ
ほ
ろ

ぎ
嬢
」
に
お
け
る
図
書
館
利
用
の
在
り
方
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、「
食

堂
」
で
勉
強
す
る
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
利
用
の
在
り
方
は
一
般
的
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

勉
強
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
暗
い
」
地
下
室
食
堂
の
「
も
つ
と

も
薄
暗
い
中
」
に
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
、
食
事
を
す
る
場
で
鉛
筆
を
削
る

非
常
識
な
行
動
、
「
い
つ
ま
で
も
同
じ
ポ
オ
ズ
」
で
動
か
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
み
て
も
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
に
は
不
自
然
さ
が
見
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
点
に
着
目
し
、「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

作
中
で
は
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
「
粉
薬
」
を
服
用
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

そ
の
後
、
彼
女
の
都
合
に
合
わ
せ
た
形
で
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
が
出
現

す
る
。
ま
た
、
作
中
の
「
粉
薬
」
は
当
時
の
翠
の
状
況
か
ら
見
て
、
被
害

妄
想
や
幻
覚
な
ど
の
中
毒
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ミ
グ

レ
ニ
ン
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
の
機
能
と
そ
の

語
ら
れ
方
に
は
、
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚
の
機
能
と
複
数
の
類
似
が
見
ら

れ
る
。
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
が
幻
覚
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
女
の
不
自
然

さ
の
謎
も
解
消
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
不
自
然
さ
こ
そ
、
彼
女
が
幻
覚

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
執
筆
時
、
翠
は
重
度
の
幻
覚
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
。
翠
は
自
画
像
と
し
て
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
は
「
し
や
あ
ぷ
氏
」
が
文
学
史
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
落
胆
す
る
が
、
翠
は
憧
れ
の
人
物
を
主
題
に
し
た
詩
「
詩
二
篇

神
々

に
捧
ぐ
る
詩
」
「
ヰ
リ
ア
ム
・
シ
ヤ
ア
プ
」
（
『
曠
野
』
一
九
三
二
年
十
一

月
）
で
、
シ
ャ
ー
プ
に
対
し
「
君
は
、
／
文
学
史
か
ら
振
り
お
と
さ
れ
た

／
微
か
な
詩
人
。
」
「
探
し
て
も
／
探
し
て
も
／
君
の
境
涯
な
ん
か
解
ん
な

い
。
／
す
こ
し
探
し
疲
れ
た
ん
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
翠
自
身
の
体
験
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
は
貧
乏
の
た
め
に
「
年
中
電
報
で
阿
母
を
驚
か
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
言
う
が
、
同
じ
く
翠
が
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
る
「
木
犀
」（
前

掲
）
の
「
私
」
も
、
お
金
の
催
促
の
た
め
に
「
さ
て
私
は
郷
里
の
母
に
電

報
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〈
中
略
〉
ま
た
金
の
御
無
心
で
す
」
と

述
べ
て
い
る
。
前
掲
『
定
本
尾
崎
翠
全
集
』
下
巻
「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、

「
木
犀
」
執
筆
時
の
翠
は
郷
里
の
母
親
の
送
金
に
頼
っ
て
い
た
と
あ
り
、

田
舎
の
阿
母
に
電
報
で
仕
送
り
を
頼
ん
で
い
た
の
は
翠
自
身
の
実
体
験
で

あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
行
動
は
翠
自
身
の
実

体
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
名
は
「
名
前
を
あ

か
し
て
も
あ
か
さ
な
く
て
も
の
生
き
物
」
と
さ
れ
、
最
後
ま
で
明
か
さ
れ

な
い
。
そ
の
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
名
は
尾
崎
翠
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
本

作
は
翠
作
品
に
お
け
る
幻
覚
小
説
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
私
小
説
的
な
作

品
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
注
］

（
一
）
末
國
善
己
「
異
端
・
図
書
館
・
分
身

―
尾
崎
翠
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
試
論
」

（
『
尾
崎
翠
作
品
の
諸
相
』
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
専
修
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
畑
研
究
室
）
、
三
輪
初
瀬
「
尾
崎
翠
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』

―
女
詩
人
の

闘
い

―
」
（
『
国
文
目
白
』
二
〇
〇
四
年
二
月
）
、
金
夏
娟
「
尾
崎
翠
「
こ

ほ
ろ
ぎ
嬢
」
論

―
「
両
性
具
有
」
へ
の
恋
、
女
詩
人
の
生
き
方

―
」（
『
国

文
』
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）。

（
二
）
「
第
七
官
界
彷
徨
」
で
「
祖
母
」
は
田
舎
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
「
私
」
が

祖
母
と
暮
ら
す
「
歩
行
」
の
舞
台
は
田
舎
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
屋
根
部
屋
」

や
青
年
詩
人
土
田
九
作
の
住
居
が
「
火
葬
場
の
煙
突
の
北
」
に
あ
る
点
は
、

翠
が
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
の
下
宿
の
特
徴
に
一
致
す
る
。

（
三
）
「
『
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
』
の
作
品
内
時
間
は
、
「
映
画
の
幕
の
上
」
と
い
う
言
葉

か
ら
、
早
く
と
も
映
画
館
が
増
加
し
始
め
る
関
東
大
震
災
の
後
、
す
な
わ
ち
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
作
品
が
描
か
れ
た
一
九
三
二
年
頃
と
考
え
ら
れ

る
」（
前
掲
三
輪
論
文
）。

（
四
）
こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
佐
藤
政
孝
『
東
京
の
図
書
館
百
年
の
歩
み
』
（
秦

流
社
、
一
九
九
六
年
六
月
）
、
同
『
東
京
の
近
代
図
書
館
史
』
（
新
風
舎
、
一

九
九
八
年
十
月
）
、
同
『
図
書
館
発
達
史
』
（
み
ず
う
み
書
房
、
一
九
八
六
年

三
月
）
、
坪
内
善
四
郎
『
大
橋
図
書
館
四
十
年
史
』（
博
文
館
、
一
九
四
二
年

九
月
）
、
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
及
び
品
川
区
立
品
川
図
書
館
の
ご
教

示
を
参
照
し
た
。

（
五
）
上
野
公
園
は
「
東
京
都
台
東
区
に
あ
る
公
園
。
武
蔵
野
台
地
の
東
南
端
に

位
置
し
、
俗
に
上
野
の
山
と
呼
ば
れ
る
」
（
国
史
大
辞
典
編
集
員
会
『
国
史

大
辞
典
』
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
七
月
）
）。

（

六

）

国

土

地

理

院

「

地

理

院

地

図

（

電

子

国

土

Ｗ

ｅ

ｂ

）
」

（

http://m
aps.gsi.go.jp/#15/35.719458/139.773769/&

base=
std&

ls=
std

&
disp=

1&
vs=
c1j0l0u0f1

）
二
〇
一
七
年
一
月
五
日
閲
覧
。

（
七
）
「
鉄
骨
煉
瓦
造
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
壁
体
を
固
め
た
。
〈
中
略
〉
外
壁

の
張
り
方
は
、
地
下
室
は
白
煉
瓦
で
、
一
階
は
石
、
二
三
階
は
石
と
煉
瓦
と

で
造
つ
た
。
又
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
重
量
を
軽
く
す
る
為
に
、
石
灰
糠
を
加
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え
た
の
も
特
色
で
あ
る
」（
前
掲
『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』）
。

（
八
）
菊
池
寛
「
出
世
」
（
『
新
潮
』
一
九
二
〇
年
一
月
）
、
芥
川
龍
之
介
「
大
導

寺
信
輔
の
半
生

―
或
精
神
的
風
景
画

―
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
二
五
年

一
月
）
、
小
酒
井
不
木
「
死
の
接
吻
」（
『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
五
月
号
）
、

岡
本
綺
堂
「
読
書
雑
感
」
（
『
書
物
展
望
』
一
九
三
三
年
三
月
号
）
な
ど
。

（
九
）
一
九
〇
六
年
十
一
月
に
「
事
務
室
七
〇
坪
の
木
造
一
棟
を
建
築
」
し
、
一

九
一
三
年
三
月
に
「
更
に
閲
覧
室
五
五
坪
の
二
階
木
造
建
」
、
一
九
二
一
年

三
月
に
「
閲
覧
室
四
二
・
五
坪
の
二
階
建
一
棟
を
増
築
」
。
一
九
二
七
年
～

一
九
三
〇
年
に
も
増
築
さ
れ
「
こ
の
増
築
は
、
地
階
を
除
き
、
三
階
建
で
あ

つ
て
〈
中
略
〉
旧
本
館
が
鉄
骨
煉
瓦
造
で
あ
つ
た
の
を
改
め
、
鉄
筋
凝
土
造

に
改
め
、
殊
に
外
観
は
、
旧
館
と
同
様
な
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
式
を
採
つ
て
そ
の

体
裁
を
統
一
し
た
。
新
館
各
室
の
配
置
は
、
地
階
に
食
堂
及
び
機
械
室
を
設

け
、
一
階
に
館
長
室
・
応
接
室
・
事
務
室
及
び
昇
降
機
室
を
設
け
、
二
・
三

階
は
悉
く
閲
覧
室
に
充
て
、
婦
人
室
・
貴
重
書
室
及
び
特
別
室
に
分
つ
た
」

（
前
掲
『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』
）。

（
十
）
前
掲
『
宮
本
百
合
子
全
集

別
冊
』
の
年
譜
に
拠
れ
ば
、
百
合
子
は
一
九

一
一
年
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
付
属
高
等
女
学
校
（
お
茶
の
水
高
女
）
入

学
、
一
九
一
三
年
に
上
野
の
図
書
館
に
度
々
行
っ
た
。
同
随
筆
に
も
「
は
じ

め
て
こ
の
図
書
館
へ
来
た
の
は
、
女
学
校
の
二
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
つ
た
」

と
あ
る
。

（
十
一
）
た
と
え
ば
、
前
掲
三
輪
論
文
は
「
「
産
婆
学
の
暗
記
者
」
と
こ
ほ
ろ
ぎ

嬢
と
は
、
経
済
力
と
社
会
へ
の
迎
合
と
、
二
重
の
意
味
で
対
照
的
な
の
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
十
二
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
ー
プ
（W

illiam
Sharp

）
は
実
在
し
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
詩
人
・
小
説
家
・
批
評
家
。
女
性
名
フ
ィ
オ
ナ
・
マ
ク
ラ
ウ
ド

（Fiona
M
acleod

）
で
ケ
ル
ト
文
学
を
発
表
。
フ
ィ
オ
ナ
は
シ
ャ
ー
プ
の

中
に
存
在
し
た
女
性
の
別
人
格
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
十
三
）
中
世
紀
氏
と
別
れ
た
後
、
「
屋
根
部
屋
」
に
戻
っ
た
「
私
」
は
彼
に
渡

し
た
は
ず
の
「
き
ん
つ
ば
」
が
い
つ
の
ま
に
か
部
屋
に
あ
る
の
を
見
つ
け
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
太
田
路
枝
「
尾
崎
翠
「
途
上
に
て
」
論
」（
『
阪
神
近
代
文

学
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月
）
や
溝
部
優
実
子
「
尾
崎
翠
『
途
上
に
て
』〈
失

恋
〉
を
め
ぐ
る
物
語
」（
『
国
文
目
白
』
二
〇
一
五
年
二
月
）
は
中
世
紀
氏
が

幻
覚
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
十
四
）
太
田
論
文
（
前
掲
注
十
三
）、
溝
部
論
文
（
前
掲
注
一
三
）

［
付
記
］

本
文
中
の
尾
崎
翠
作
品
の
引
用
は
初
出
に
拠
っ
た
。

（
や
ま
ね

な
お
こ
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


